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はじめに

研究テーマ
漢方医学的問診バーチャル患者の開発と医学生の学修効果の検証

漢方医学とは
漢方医学では症状や体質から診断する，証というものがある．例え
ば同じ症状であったとしても個人の体質や状態によって証が異なり，
治療法も異なる．

バーチャル患者とは
こちらの質問に対して，対応した答えを返してくれる AIを用いた仮
想の患者．
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これからの研究の流れ

簡単なプログラムを作成し少しずつクオリティを上げる
1 音声を認識したら回答に対応した音声を出力
2 回答に対応したモデルに目線などの動きを付ける
3 回答の部分を chatGPTにする
4 モデルを VRで作成する
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音声認識と音声出力

音声認識方法
pythonのモジュールである Google Speech recognitionを用いて音声
認識を行った

音声出力の方法
テキストの読み上げを行う pythonのモジュールである pyttsx3を用
いて音声の出力を行った

完璧に音声の認識を行うことは難しいため，認識した音声のテキス
トと回答の質問にあたるテキストの類似度を比較し最も高かったも
のの回答を出力することにした
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回答の内容
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患者の動き

現在ユニティの勉強中で作成まではできていない
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おわりに

結果
音声認識と音声出力のプログラムの作成をした

今後
unityを使って見えるの部分を作る
クオリティを上げる
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